
会議の目的

本書は2003年3,月10日 か ら一週間 にわた り、国内外 よ り数多 くの研究者 の参

加 を得て、国際 日本文化研究センターで開催 された歴史学国際集会 「公家 と武家一

その比較文明史的研究一」の報告集 である。

本シンポジウムの 目的は、世界各 地における前近代の諸社会のシステムと、そ

れ らが備 えている文化の価値構造 を理解す る一環 として、前近代 の社会において

支配エ リー トとして大きなカ をもった公家(文 官貴族)と 武家(戦 士)と い う固

有の階層に焦点を合わせ、それ らの身分や職能のもっ意味、その秩序の形式、社

会的役割 といった ものを浮かび上が らせてい こうとする ところにある。

日本社会 は伝統的に、公家 と武家 とい う二つの社会階層の顕著な発展を見せて

きたが、本 シンポジウムにおいては、この研究を 日本社会の内部だけを対象 とし

て行 うのではな く、 日本以外に視野をひろげ、アジアや 中東、 ヨー ロッパな どの

諸地域 ・諸民族 の場合 との比較を重視 してい る。そ してそれ ら相互間の比較 を通

して、武士層(騎 士 ・職業戦士)が 成長 した地域 と、文官支配が優越 して武士の

出現を見なかった地域 との違いの歴史的な意味を、政治制度 ・儀礼 ・社会階層 ・

親族構造 ・宗教 ・思想 といった、 さまざまな角度から検討 してい くことを課題 と

したのである。

本シンポジウムが開催 された2003年3月 中旬 とは、 あたか もア メ リカ による

対イラク戦争が勃発 しようか とい う切迫 した時期にあたってお り、対イラク武力

行使 の是非 をめ ぐって国連を舞台に した討議が活発に くり広げ られている時でも

あった。

本シンポジウム もまた、このよ うな緊張をは らんだ国際情勢 に対 してはおのず

か ら深い関心を抱かざるを得なかった。シンポジウムの冒頭に述べた開催趣 旨に

関する次のよ うな文言は、この国際的 な集会の今 日的な意義 を表明 したものに他

な らない。

「21世紀 を迎 えた今、世界 は大 きな危機 に直面 しています。ア メリカにお け

る同時多発テ ロに端 を発 した一連の国際的政治の動向は、イ ラク問題への対処を

めぐって世界の世論 を二分す るよ うな大きな対立を引き起こしつつあ ります。

早期の武力行使による問題の根本的解決 をはか るのが妥当か、はたまた武力的

手段をできるだけ回避 しつつ、ねば り強 く時間をかけて問題の穏健的な解決を 目

指すのが正義にかな うことであるのか、いずれ とも俄 には決 しがたい ところに世

界が直面す る問題 の難 しさがあ ります。



当面の論争点は、大量破壊兵器の廃棄 の有無 とい うす ぐれて軍事技術的な問題

ではあ りますが、 しか しなが らこの問題 の背景には、関係 当事国それぞれが伝統

的に育んできた文化的価値のギャップに由来する対立 と理解障害が伏在 してい る

よ うに思われ ます。

すなわち、両者 の世界観の相違。それぞれの社会における究極の価値 あるいは

価値の源泉 とは何 か。 どのよ うな価値の構造 ない し体系を有 しているのか。価値

の序列 と優先順位 はどうなのか。それ らの価値 関係 か ら導 き出され る、政治 にお

ける目的 ・理念 と責任性 の問題。政治的指導者 は誰 に対 してどの ような責任 を負

うのか。政治 における公共性 と正当性は、それぞれ の国家 において どのよ うに構

成 され 、 どのよ うな根拠 を有 しているのか、等 々。

そのよ うなことに思いを致す時、現代の諸国家および諸社会の母胎をな してい

る前近代 の諸社会のあ り方 と、それ らの文化的価値 の解 明を課題 とするわれわれ

のシンポジウムは、時宜に適った試みであると言 うことができるかも知れません。」

一週間にわたるシンポジウムでは
、「文人型社会 と戦士型社会」、「王権 と儀礼」、

「貴族 とは何か」、「封建制度 と官僚制度」、「思想 ・宗教 ・文化」 とい う五っのサ

ブ ・テーマを設けて各 日ごとに順次 これを議論 し、最後にそれ らの総括討論 を行

うとい う形を取った。

今回、国内外よ り本シンポジウムに参加 され、充実 した内容の報告を行 ってい

ただいた方々、各報告に対 して貴重なコメン トを寄せ られた研究者の方々、そ し

て本シンポジウムの準備 と運営、さらには本報告集の編集 ・出版 のために献身的

な努力 を払われた数多 くのスタッフの方々に対 して、衷心 より謝意を表 した く思

う。

本書 に収 め られたこれ ら数多 くの報告 ・コメン トの高い学術性 と、そ して熱意

あふれ る討論の活発 さとによって、本 シンポジウムは所期の課題 を達成 しえたの

ではないか と考える次第である。
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